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要旨  

SupportVectorMachine（SVM）は，現在最も強力なパターン分類手法の1つとして注目されている・本  

論文では，SVMを用いてパターン分類を行い，追加学習の有効性を示し，．RBFネットワpクとの比較，  

検討を行った．応用問題として，状況が次々に変化する株式売買問題に適用した．追加学習を行うこと  

によって，環境が変化した時にも，柔軟な対応ができると考えられる．   

乱 S叩p①『屯Ⅴあc也①『Ma地五meの概要   

SVMとはVapnikらが1992年に提唱したもので，マージンを最大にする分離超平面を求めることに  

より最適な超平面を求める手法であり，次のような2次計画問題を解くことによってSVMによるパター  

ン分類が実現できる．主問題として次のように定式化できる．  

（βⅤ燭）．目的：喜びrⅧ→肋  
制約：眺（Ⅷr¢（詔‘）＋り≧1，（盲＝1，…，和）  

（1）  

次に，（1）の問題の双対問題を考える・（1）の制約に対するラグランジ子乗数をα古とすると，  
p   

（騨元）閥：∑α‘一α明晰晦）→伽  
盲＝1  

制約：αi≧0，（壷＝1，…，p）  
p  

∑α‘机＝0  

盲＝1   

（2）  

となる・ここで，翠対問題での目的関数の中に高次元に変換したベクトルの内積¢（荘‘）r¢（丑j）が出てくるの  

で，莫大な計算回数を要する・そこで，Mercerの定矧こより，Ⅸ（諾，詔′）＝¢（才）r¢（宕′）となるようなカー  

ネル関数が存在することが証明されている．本論文ではかネル関数としてⅨ（正，詔・）＝eX。（一腹‡〆肥）  
のようなガウス関数を用いた．このようなカーネル関数を導入することにより，ベクトルの内積を計算  

することなく最適化を行うことができ，これをカーネルトリックと呼ぶ．ここで／ガウス関数の半径は  

r＝dm。∬／師によって決定され，ん00はデータとデータとの最大取離，陀‘はデータ数，mはデータ  

の次元を表す．   

2 追加学習   

人間は，日々の生活で新しい体験をすると知識として吸収し，以前に比べて，より適切な行動をとる  

ことが出来るようになる．この追加学習という行為がより汎化能力を向上させているといえる．SVMに  

もこ甲概念を導入すると，より良い結果が得られると考えられる．以下にその方法として，受動的追加  

学習法と選択的追加学習法と呼ばれる2つの方法を説明する．  
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まず，受動的追加学習法とは，データの重要度を考えずにデータを追加する方法で，判別を行う際に  

毎回データを1つずつ追加していき∴最終的には全てのデ＝タを追加する．しかし，この方法では全て  

のデータを追加してしまうので，退学習をする恐れがある．   
それに対して，選択的追加学習法とは，データの重要度を考慮して選択的にデータを追加する．つま  

り，追加データがどの程度重要であるかを判厳し，重要だと判断したデータのみ追加し，重要でないと  

判断したデータは追加しないことにより判別局面を変化させる方法である．具体的な方法として，追加  
データを。fとおくと，追加データ。一に対する判別結果が不正解ならば，追加データごfを追加する．ま  

た，判別結果が正解二かつ，出力値の絶対値が閉値β以下ならば，追加データェf・を追加する．判別結果  

が正解ならば，無条件で追加しないという訳セはない．   

3 単銘柄株式問題   

SVMおよびRBFネットワークを用いて変動する株価の予測を行った・今回は，ある企業の 

月から1994年11月までの119期間の月間株式データを用いた単銘柄埠式問題について取り上げる・入  

力データの要素として7つの指標を用いて，“買い”か“買いでない”の2債分類を判別する・教師値と  

して，“買い”を“＋1”，“買いでない！’を“－1”上した．初期学習データを1985年1月から1989年2  

月までの50期とし，テストデータを1989年3月から1994年11月までの69期間として実験を行った．  

田初期事甘■兼■的追加事甘口遭択的i加事  

S叩卵dV如brM■止血o R8称ットワーク  

図1：正解率の比較   

図1はそれぞれの手法に対する正解率を表している・翠動鱒追加学習法，さらに，選択的追加学習法  

を導入することによりト多少ではあるが尽い結果を庵ることができキ．   

4 おわりに   

SVMとRBFネットワークによって追加学習を行い，それぞれの結果を比較したが，両手法とも結果  

に大きな違いはなかった．むしろ，計算時間を考慮すると，RBFネットワークの方が優れているとも言  

えた．今後の課題として，判別に邪魔をしているデータの影響力を積極的に弱める，能動忘却を取り入  

れるとさら・に良い結果が得られると期待できる．  
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